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水田ゃ湿地K生える雑草ですが，神奈川県では珍ら

しいものです。こ れを 5月15日の重点地区調査の折K

小田原市坊所で採集し ました。全体の形は和名のッメ

クサ Kよく似たもので，棄は細く ，茎は分校していま

すが，注意して見ると 葉蔽K白い 4弁花が観察できま

す。果実も 4個が集まり ，小さいながらキリン:;'7属

のものとよく似ています。本県の古い記録では，平塚

市，茅ケ崎市，横浜市緑区，登戸などにありますが，

まだ今回の調査では採集されてお りま せん。

高橋秀男

ー。。



神奈川県のパラ

籾 山 泰 一

神奈川県には 6種類のパラ (Rρsa )が野生している。

その中 、サンショウパラだけが sP latyrh民b、とい う節

に入り 、他はみな SSynstylaeである。 ふたつの節は

次のよう K区別さ れ る。

節への検索 ・

花柱は離生。 苓筒は杯形で、外面には強い刺がある。

痩泉は喜子筒内基底の高 ま り(torus )の上Kのみつく。

小業は数が多く 、長さ 2.5脚 K達しない。

~ Platyrhodon サ ンシ ョウバラ節

花柱は柱状K癒着し、苓筒の喉部から抽出する。 苓

筒は盛形で、無刺。痩果は等筒内の基底から恒H塗へか

けてつく。

~ Synstylae ノイバラ節

次(1(6穫のパ ラの種への検索表を掲げ ると :

花柱は離生し、綿毛を有し、苓筒の喉部から出て、

低い頭状K集 ま り、苓筒の日侯部をふさぐ。苓筒もしく

は果実は属球形で大きく子房の外面(呆面)には硬い

刺を 多生する。 著書筒の外面(地)は無毛。 考片は広卵

形、 明裂して縁 (1(大きな裂片をわかっ。 花は単生し、

形で、淡紅色。小花便は短L、。小*は数が多く 、 9

- 1 9個、狭い長楕円形、主主義の主脈上と羽ilib(1(軟毛

がある。幹は高 く太くなり、小高木にな るo'伎は稲妻

形(1(曲り 、強い刺を有し 、倒皮は淡字国色で、fJi:(I(最IJ離

する。

Rosa hirtula サンショウ I~ ラ

花往の上部は互にゆるく 癒着して単柱をなし、等衡

の喉部から抽出する。花は小形で白い。

a 花往は無毛。托業は腺質で、細 く深〈裂ける。

小祭は 7-9個、倒卵状長惰円形、質は軟かくて多少

しわがあり 、主主長と羽軸(1(は軟毛がある。花はふつう

小さ く、数多くついて円錐形の花序をなし 、花序は有

毛かつ腺質、小花便は聖響曲し上向する。果実は卵状惰

円形ないし球形で小さい。

Rosa multiflora ノイ I ~ ラ

a .花柱は有毛。托葉は金縁またはl腺歯牙縁。

b ，花は小数、校の先に 1- 2花束生し(花序の

舶がない)、 まれK下K続く Z量販からも花が出て 3花、

また 4花になることがある。 小花使は太くて長く 、

やや管 曲して上向し、ふつう有柄の腺がある。花はや

や半開 し、果実は惰円を帯びて大きく 、長さ 7-12問。

前年の校は太く 、刻は細長L、o ~震は 5 - 7小業からな

り 、 小葉は罪事 く 、 葉~は霜白 、 頂小業は側小業より大

きく 、衛門状卵形で鋭尖頭。

Rosa jasminoides モリイバラ

b ，花は数が多く 、大 きな、または短い円錐形の

花序をなす。果実はやや小さい。

c ，主幹は上向し て聖苦闘 し、分校の末は他物K

寄 りかか つてのぼる。花は短い円錐花序をなし、小花

f更は強くて僚に開く。

d ，花はやや密。主幹は太く 、木にな り、径
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15 cm (1(達するものがある。密K校をわかっ。業は 7

-9小業からなり 、頂小言震は側小葉と互Kやや同大で

広惰円形な いし情円形、縁 (1(は細かな鋭い鋸歯がある

(近似種の中で最も鋸歯が細かい)。乾く と案は黄赤

褐色Kなる。

Rosa fujisanensis フジイ I~ ラ

d ，花はやや疎。主幹はやや質性であまり太

くならな L、。葉は 5-7小業からなり 、頂小主主は側小

業より大きく 、卵状摘円形で、鋭尖頭。卵状鋭尖形の

ややあらい鋸歯がある。

Rosa luciae アズマイバラ

c 主幹は長く 飼筒し、側校は直立 してその先

は花序 Kな る。花は大きく 、大きな円錐形の花序Kな

るものがある。花序の主軸は稲妻形K幽り 、 その分校

は狭い角度で斜め上K向う。査は幅広く 、緑色で、縁

は到裂し、苓片 Kは著し L、小裂片が出る。 2震は 7- 9 

小業からなり 、頂小主主は側小主主と互にやや岡大で、ふ

つう円形ないし 情円形、円頭。質は厚く 、平滑で、光

沢があ り、上面は深緑色、下面は黄緑色。托主主は幅広

く、緑色で、縁は現裂する。果実は大きく 、卵形ない

し球形、赤熱し 、光沢があり 、高い花盤を頂く。

Rosa wichuraiana テリハノイバラ

1. Rosa hirtula (Regel) Nakaiサンショウバラ

富士 .箱根地方 (甲斐.相撲.駿河)の、 クリ干苦か

らプナ帯にわたる山地の、事長林の中 K生 じ、手E季は 6

月。日本では、ほかに産地のないこの地帯f特産の緩類

である。

2. Rosa multiflora Thunb. ノイ I~ ラ

北海道西南部から本州、四国、九州の平地、山地K

ふつうで、朝鮮にも分布する。このパラは湿地Kも入

り、ヨ シなどと 混生していることがある。花季は 5-

6月ではやい。

3. Rosa jasminoides Koidzumi モリイノτラ

本州関東以西、四国、九州一帯の山地に生じ 、お も

にPリ帯K見ら れる。関東では600m以上1200m (1(至

る高さのところに生えている。日本海側には分布しな

い。 花季ははやく 、 5月初めから咲きはじめる。

4. Rosa fujisanensis Makino フジイ I~ ラ

御;坂山地、富士、箱根、丹沢一帯 に多く 、北は秩父

山地K及び、西は大和大 峯から四国中央山地K点々と

分布する。このバラ は、近縁の種類の中で最も傑高の

高いところ K産し、 7'ナ帯の疎林地や襟地K生育 して

いる。花季は 6- 7月でおそい。

5. Rosa luciae Franchet et Rochefruneアズマイ

パラ。オオフジイバラ、ヤマテリハノイバラ ともい

う。

関東、東海地方の産で、陸前以南、函は三河盛)'1( 
川の名)附近 まで分布する。丘陵地、低山地K生じ、

中郡山地の よう な標高の高いところ Kはない。乾いた

ところ 、岩のあるところに多L、。花季は 5-6月。

6. Rosa wichuraiana Crepin テリハノイバラ

本州、四国、九州カもら琉球 、朝鮮、中国山東省K分

布する。陽地を好み、海岸から標高 1200-1300mの

プナ帯の線地や草原 K も生えている。花は 6- 7月、

近縁種の中で最も花季がおそい。
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図 1A.ノイバラ B.アズマイバラ. c.テリハノイバラ. D.フジイバラ

奥 湯河原のシダ植物採集記

昭和57年 6月 6B.小田原市郷土文化館主催の 「湯

河原の γ ダ純物を勉強する」会K参加した。

リーダー は飯田和先生，松岡輝'1i:.先生。央湯河原の

不動の滝の周辺より実物を観察しながら歩き 始め，湯

河原温泉境 K向って講義をききながら進行した。

日本には約850種，神奈川県Kは 240-250寝室，その

内湯河原Kは約 150種位生育している。 7月から 11月

の胞子成熟期K季節風K乗 って無数K飛来した胞子が

湾地生育するの1'(，湯河原は温泉 の噴出と共 K温i凌な

気候が非常に適し ている 、 ということである。

温泉の噴出口あたり Kはナガサキ ・ノダモドキをはじ

めカギカズラ，ホ Pライカズラ等の毒事しい稿物もある

が， まむしの多い場所で対応準備が必要なので，一般

Kは入ることはむづかし L、。

川 K沿 って歩き， アジアンタム K以たハコヰシダを
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採集， その外コパノヒノキシダ，ヒメノキシノブ，ク

マワラビ，オクマワラビ等初めての対面。橋を渡り左

の小高い山に向か つて進み，水っぽい場所で栗の2震に
:) "7 :?リサンの P リハラ y を採集した。

ヤプ Y テ ;;1， ヤマヤフ Yテツ，オニヤブ Y テ::1， ヒ

ロハヤ プYテY等類似のものは初心者Kは区別がつき

難 く，又， ワラジロのように一節一年かかり ，向好者

の採集したものが 9年生であっ た事など驚きの限をみ

Itる。

シダ稲物以外ではすイハイランの採集があり，目を

ヲI¥，、た。

央湯河原のバス停で採集物について又一通り復習し，

散会した。

狭い範囲であったが同好者全員で γ ダ植物62種許り

採集したので参考までに記載する。



イネ科組物もそうであるが，シダ植物は特Kどの顔

も皆同じ よう に見えるので， よほど親密な親せきでき

合いをしなければ区別がつかないと痛感した次第であ

る。

ヒカゲノカズラ科一一一 トウグゾパ

イワヒパ科 一ークラマゴケ

トクサ科ーースギナ

ハナワ ラビ科一一一オ オハナワラビ

ゼンマイ科ーーゼンマイ

カニクサ科一ー カニクサ

ワラ ジロ科 一ー ウラジロ

イノモト Y ク草斗一一一ハコネ ゾダ， イワガネ ゼン マイ ，

イワガネ :1 ?， 7 モト ιノタ¥ タチシノブ，ワ ラビ， オ

ォパイノモト :I?， 7マFサ ゾダ， オオパハチ ジ ョウ

シタ ， イノモト :1? 

オゾダ科一ー ホ y パカブワラビ， オエカナワラビ，

リョロメンシター， イヌワラ ビ， ヤマイ ヌワラビ， ヒロ

ハイヌワラピ， シケチゾタ ， キ ヨスミヒメワラビ，ホ

γ ダ， キヨタキ ν タ， オ ニヤブソテツ，ヤ フゾテ'Y，

ヤマヤフソテ'/， ヒロハヤフ;ノテ -;J， ヘ ラγ タ， ノコ

ギリ'/1':， イワヘゴ， ベニ ιノダ flマワラビ， オクマ

ワラビ，オオイタチ γ ダ，ヤマイタチ γ ダ，ゾケ ンダ，

ナチシケシダ， イヌガ:/:1 fl， グジグジ匂ノダ， カタイ

ノデ，ツヤナゾイノデ，イノデ，サイゴクイノデ， イ

ノデモドキ ， ジュウモ Y ジシタ ， オオキヨヌミ-/~'， 

ミY 白/ダ，ヌリワラビ， ヒメワラ ビ， ミドリヒメワ ラ

ヒ.

y γ ガ γ ラ科 ーー コモチシダ

テャセ/"，/ダ科一一ト ラノオシタ， コパノヒノキシ

タイ ワ トラノオ

ウラホ・シf二十 一一 マメブタ ， ヒメノキゾノプ， ノキシ

ノブ flリハラン

米山智恵子

帰化値物のニューフェース・アメリカ

トゲミギク宮ケ瀬に産す

昨年( 198 2 ) 9月 23日内田藤吉先生の御指導

で茅ケ崎値物会の観察会が水没間近の宮ケ瀬付近で催

きれた。その際会員の斎木操さんが路傍で正体不明の

キク科植物を採集された。

茎と分校K長い柔毛を生じ，業は対生し， 広楕円形

上部 K微鋸歯があり ，事E脚は僕形で，両面は有毛 ;頭

状花序は版生か頂生，舌状花冠は淡黄色芭来は圧偏，

曲 った短期lを粗生し，頂端f'(ti:.右不同の角状の直生突

起がある。一見 7γ ザキ:I?f'(似ているが，果実の形

状，特 K頂昔日の角状jlil)の形が全く異なっている。どの

植物図鑑 Kも掲載されていないし， どなたにお若手ねし

ても不明だと言う。斎木さん K手許の中国高等植物図

鑑 ・第四冊 (1975)の菊科のところを調べる様に

依頼した。

その結果この図鑑の 498頁， 図 63 9 1 Acantho 

spermum austral (L.) 0 . KUNTZE (車1)を果)f'(一致す

ることが判 った。
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この植物は初め P.IρEF1INGが Melamp:刈lum austr 

ale 1ρEF1 ( 1 7 5 8 )として発表し， 次いで A.P

DE CANJ)(コL1Eが A. xanthoides DC (1836) とし，

1 8 9 1年f'(K. E. 0， KUN'l'ZEがA.australe(LOEFL.) 

O.KlIltzeと組替えたも のである。従 って中国高等植物

f'(用いら れて いる (1.)は (LOEF1. )の間違えである

と思われる。

本種は南米原産で，北米ではグ アー クエアからフロ

リタレイジ アナ Kかけて生育し ，熱帯地方 K雑草 と

して広く 帰化し ている。中国では雲南省から採集さ れ

ている。 戦中仏印から雲南 K援将ル ー トがあったし，

昆明 Kは B2 9の基地があ った。恐らく雲南のものは

米国から渡来したものであろう。

わが国のものも多分米国経由で帰化したものと推定

される。こ れは本邦初記録と思われる。

和名は学名 と中国名からアメリカトグミギ クとした

L 、。
茅 ケ崎市平和学園 小 原 敬

アメリカトゲミギク (仮称)

(中国高等値物図鑑 第四冊より転写)

丹沢山塊のムヨウランはマヤランである

林弥栄氏他Kよる 「丹沢山塊の植物調査報告J (林

業試験場研究報告第 133号)の98頁f'(，ム ヨワラ Y

1eca百 rchis jヰXXlica BI. ミノグ(柳)11)稀。とある。

この報告は私が 1950年 6月23日K採集，着色 1 ナッチ

したものが基にな っている。こ れは当時， 東京営林 局

と神奈川県 Kよって作られた 「丹沢 一ー その自然と山

歩き J (昭和 36年 11月，全国林業改良普及会発行)の

なかで，ハ イキング コ-;<.の植物を担当した大原信男

氏が私の採集品 Uてついて林博士 K同定を依頼したとこ

ろ， ムヨ ウラ Y と同定しリス トにのせたもの である。

その後，そのスケジテは所在不詳とな っていたが，た

またま私が泰野市から 三島市へ引越す際の荷物の整理

中 K現われてきたので見たところ， マヤランであるこ

とが判明した。したが って，林弥栄氏のリストからは

ムヨウラ ンは抹消し， マヤラ Y と訂正すべきものであ



る。

三島市広小路7ー14 柳川定春

オールクリア・ただ今 9種

調査が進んでくると ，すべてのメア白ノュで収録され

る綴類Kはどんなものがあるかということ K興味がわ

いてきます。

湘南プロックでは，標本を種ごとに包む整理を終え，

第 3次の仮目録を作成中ですが，現在までで，21のメ

':1 "/ュ全て で記録された種類が 9穏 Kなりました。そ

れはイヌワラビ ・コプナグサ ・ホウテャ ?;I!7 .イタ

ドリ ・ウシギ .?サギ ・ガマズミ ・オオバコ ・カント

ウタンポポです。

カモ ジグサ ・ヤマカモ ジグサ ・カモガヤ ・サル トリ

イバラ ・オニドコロ ・ヤマグワ ・ミミナグサ ・カワラ

ナデ シコ ・ムラ サキ クマ Y ・イヌガラ ν ・ヰムノキ

コマシナギ ・7 ジ ・グンノ ショウコ ・マユミ ・ミコノパ

.へ?;Iカズラ ・7カネ ・ヨモギ ・ハルジョオン ・コ

!7 ;1・リナも 「残り 1Jで， これらは遅かれ早かれ記録

され ると思、います。

しかし，全部というのは難しいもので， タプノキな

との暖温帯の植物のいくつかは 「残 り2Jですが1000

m以上Kはありそうもないのでだめ、 ヤマユリなどは

市街地ばかりのメジシュ 2つで見つからないので，見

こみなしです。人皇の要素はかなり山 K入りこんでい

ますが， それでもオオイヌノフグリやブタクサは 1000

m以上では見つかってい ません。

YJI;全体の調査が終わり ，植物誌が刊行された時K，

はたして何種類が108のメッ シュ全てで収録されてい

るか，それが私の弥次馬的興味のあるところなのです

が， どなたか胴元 7Kなって，あてっこをしてみたら

どうでしょう 71。私は，40種類ぐらいはあるのではと思

っているのですが。 浜口哲一

箱根にカナクギノキが分布する

1983年6月25日，神奈川県植物調査会の鈎査K参加

して箱根三国山K行っ た。山頂近くは，典型的な箱根

のフナ林が残っていて興味津々だったが， 同行の小田

原の会員，吉田幸雄氏が 7 ナの下でカナクギノキを発

見された。カナクギノキは箱根では初発見であろうし，

また神奈川県でも新産であろう。小さな木が 2本，や

や大きな木が 1本， この林の中でもその数は少なか っ

た。カナクギノキは西 Kは多い木であるが，東はい っ

たいどの辺まで分布して来ているのか，みなで話しあ

ったが，東大 Kは愛鷹山の東箆， 池の平 (600m)と須

山で採ら れた金井弘夫氏の標本があった。池の平と須

山とは三国山と相対していて，三国山からは指呼の間

にある地点である。なるほどこ れなら三園山にこの木

があ ってもふしぎはないとあとでわかったのであった。

また， コウ ヤザサもフ ナの下Kあ ったが，これは箱根

で今まで見たことのないものであった。箱根新産なの

P3
 。。

かどうか。東大 Kは早田先生の採ら れた富士の標本が

あり ，関東地方Kは散在的Kその産地があるらしい。

長谷川義人氏が幸ヨ 1 ミミツバらしい ものを採られたのも

箱根ではめずらしかった。カナク ギノ キの産地をしら

べたので， この記録はわたえしが書 くこと Kなった。

1983年 7月籾山泰一

神奈川県に稀産と新産の植物三種

既K新聞でご覧Kなった方も多いと恩われますが，

本年 5月K神奈川県で 2種の ランと ハマクジポ科の一

種の生育が相次いで確認されまし た。

まずホ yバラン(キヌラン)Zeuxine s trat剖 matlca

CLim.) Schltr. (ラ ン科キ ヌラ ン属)。

鎌倉市津の森澄夫さん方の庭先に生えているのが見

っかり ，岩瀬秀夫さんが博物館 K持ち込み同定をも と

めてきました。このラ Y の分布は，九州南部 ・屋久島

・種子島 ・琉球 ・中国本土 ・台湾 ・フィリ ピン ・マレ

ー γ ア ・インドシナ .?イ ・インドなどで， 日本では

南九州以南Kしか分布していないと思われているもの

で，当然のことながら県下での自生の報告もこれまで

ありませんでした。今回の発見Kついても， どのよう

Kして県内 K入り込んできたのかは不明です。調査会

ではこのラ Y を標本Kしましたが，植物誌のワスト忙

のせるかどうかはまだ決めておりません。

次 K ?グヌマラ "-Ce同町田thera er配 ta(Thunb.) BI. 

var. shiz凶 iOhwi (ラY 科ギンラン属)が，藤沢市

内の砂丘地帯で， 岡市の塩沢努さん Kよって再発見さ

れましたo ?グヌマランは，大正時代 K同市鵠沼海岸

で発見されたことからこの名がつけられたものですが，

このラ y の生育環境である海岸地帯の砂質のクロマツ

林が宅地造成などKよって急激な変化を遂げたため，

昭和K入ってからは絶滅したものと思われていました。

生育地Kは現在 100株ほどがあるといわれ，発見者の

塩沢さんは誰にもその生育地を教えず，秘か Kその生

態を観察しているということです。 植物誌調査をまと

める際Kは，標本を l点とカラー写真を調査会 K寄贈

して下さること Kなっています。

そしてもう l種 6月の梅雨を迎え， “見なれない

花が咲いている 凶とい うことで着 目されたのがキヨス

ミウツボ Phacellant凶s tubi f10rus S ieb. et Zucc. (ハ

マ!7-;Jポ科キヨスミウ アポ属)です。厚木市七沢の県

立青少年センターキャ Y プ場で前場幸治さんによ って

見つけら れたも のですが，キヨ;;<.< !7ツポはカシ ・7

.;-サイ類などの根 K寄生し ，県下でも箱根周辺のタマ

アヅサィの根元に群生しています。 花期が梅雨期の一

時と短しあまり人目 Kふれず目立たないものです。

植物誌仮目録Kもその名は載せてあ りますが， まだ標

本採集の産地は記録されていません で した。

森本七子



重 点地 区 の 調 査

第 1回

J鈎臼 4月z4日(日)

調査地区 中井町 (NAJ)

大井町 (01)

参加者 内田藤吉，大場達之，高橋秀男，内藤美知

子，長谷川義人，浜中義治，平松俊子，林

辰雄，吉川アサ子

m大場達之さんの車に浜中義治，平俗俊子，吉川 7サ

子各氏が乗車， 中井町米倉寺，遠藤原，境別所，鴨沢，

小田原市の曾我山方面の調査を実施しました。長谷川|

幾人さんの車Kは内藤美知子， 内田藤吉， 高橋秀男，

林辰雄各氏が乗車，中井町比奈!iIl， I~r.沢，大井町高尾

方面への調査を笑施しました。

このメ γtュは今後県央地区が担当して下さること

となり，当日採集された襟本は平塚市立博物館で整理

されること Kなり ました。

第 2四

期日 5月 15日(日)

調査地区 小田原市 (ODー1)

参加者 大場達之，高橋秀男，内藤美知子，長谷

川義人，浜中義治，平総俊子， 籾山泰一，

吉川アサ子

波 長谷川義人さ んの車で箱根町堂ヶ f~~j から久野林道を ，

集しながら小田原市の坊所まで移動しました。塔ク

憐付近の岩場では コガネ γ ターを採集，坊所の水田では

アズマアメクサズマ Y パズハコベ， ムシクサ

など近頃めっき り少なくな った水田雑草も採集するこ

とができました。

第 3回

期日 6月 4日(土)

調査地区 箱根町駒ナ岳〔ト1AJ(-4)

H 須雲川(I-IAK-5) 

参加者 石田幸雄，大場達之， 高僑秀男，長谷川

我人，浜中義治，林辰雄，平訟俊子，吉

川アサ子

~!~ 長谷川義人さん と石田幸雄さんの率K 分乗し ， 途中

須袋川 自然遊歩道で採集し，箱根闘へ向か L、ました。

駒ク岳ロープウェイ.で駒ヶ岳山頂Kいたり，坊ク沢へ

保集しながら 下山しま した。

第 4回

期日 6月25日(土〕

調査地区 箱根町畑宿飛竜の滝付近〔卜IAJ(-5)一三

園山 (I-IAJ(ー2)ー仙石原 (HA.K寸〕

参加者 石田幸雄，大場達之，高橋秀男，武井尚，

内藤美知子，長谷川殺人， 浜中義治，平

松俊子， 籾山泰一，吉)11アサ子，米山智恵

息子

m前回同僚，長谷川義人さんと石田平J4tさんの車κ分

乗，上記のコースで採集して回りました。採集した徳

本は県立博物館 で整理中 です。

第 5回

期日 7月 9日(土)

-86-

調査地区 箱綾町(I-IAJ(ー 1およ び HAlく-6)

調査地点 箱根町金持神社付近(1-以1<-1)

長尾峠 一丸岳(I-IAJ(-l)

小塚山付近(HA.K-6)

参加者" 秋山守，大場達之，高橋秀男，武井尚， 内

藤美和子，長谷川義人， 浜中義治，林辰雄，

平松俊子， 吉川アサ子

m悔雨どきで前夜 まで天気が心配されましたが， 午前

中はとき Kは苦手日のさす絶好の採集日和でした。当日

一番の収かく は，秋山守さんが採集したキパナノ Y ヨ

ウキランでした。長谷川義人さんと大場達之さんの 2

台の車 K分乗して回りました。

今回の定点地区調査実施は， シダ植物， 単子葉積物，

双子葉純物，及び樹木，の 4つのグル ープK分けて各

担当者を決め，グル ープ内では採集純物の重複を避け

るようにし，また担当以外の植物で目 Kついたものは

互い VL1.:3をかけ合うなどし てきたので，かなりの成果

をあげる こと ができて，複数による調査のメリ y トを

再認識したように思います。

今後また 9月からこの ような調査を丹沢を中心に実

施するよう K計画していますので，参加ご希望の方は

事務局の方へ御連絡下さ L、。計画が決まり次第改めて

通知いたします。

事務局

今後の重点地区調 査 の計画

本年度に入って第 5固まで箱根地区を中心K調査を

実施してまいりま したが， JjIJ記のように多数のかたが

たのど協力 Kより成果をおさめてまいりました。

引き続き ，第 6回以降の重点地区の調査を次の日程

で笑施します。ど協力いただける方は事務局へ 8月21

日までに申し込んで下さい。追って集合場所 ・時間な

どの詳細な計画を， Ef!し込みたただいた方Kお知らせ

いたします。

尚，この調査は勉強のためではなく槌物誌の調査の

ためK行います。勉強のための機会は別K企画いたし

ますのでその点ご了承下さい。

調査メ y シュは目下検討中ですが，箱根，真鶴，丹

沢方面が中心になるか と思います。

実施予定

8月30日(火) (雨天中止)箱綬芦ノ湖周辺

9月 4臼(日) (雨天中止)

9月11日(日 ) (雨天の場合は 15日)

9月25日(臼) (雨天中止)清川村調査の予定

10月 9日(日) (雨天中止)

お知らせ

県失地区調査打合せ会を 9月M 日(土)午後 l時よ

り，海老名市 Kある県立有馬高校で開催いたします。

主 K標本同定が中心Kなります。


